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5
月
30
日(

木)

15
時
よ
り
、
オ
ロ
シ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室
に
て
組
合
員

60
名(

委
任
状
出
席
31
名
含
む)

出
席
の

も
と
第
57
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
下
鶴
鹿
児
島
市
長
、
鹿

児
島
県
商
工
労
働
水
産
部 
内
村
課
長
ほ

か
多
数
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
組
合
員

企
業
に
20
年
以
上
勤
務
さ
れ
た
3
社

3
名
の
方
々
の
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。 

開
会
に
あ
た
り
小
正
理
事
長
よ
り
総

会
出
席
者
に
対
し
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
以
下
の
と
お
り
開
会
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
令
和
五
年
度
は
、
昨
年
五
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け

が
五
類
に
移
行
し
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
ん
だ
一
年
で
し
た
。
世
界
に
目
を
向

け
ま
す
と
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
衝

突
は
膠
着
（
こ
う
ち
ゃ
く
）
状
態
に
陥
っ

て
お
り
、
昨
年
10
月
に
は
中
東
で
も
軍

事
衝
突
が
起
こ
る
な
ど
、
不
穏
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
海
外
で
は
高

イ
ン
フ
レ
が
続
き
、
金
融
政
策
の
引
き
締

め
が
行
わ
れ
、
こ
の
影
響
か
ら
国
内
で
は

歴
史
的
な
円
安
が
進
行
、
急
激
な
物
価
高

騰
が
中
小
企
業
の
事
業
活
動
や
国
民
生

活
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
度

末
に
は
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の

解
除
を
決
定
し
、
十
七
年
振
り
の
政
策
金

利
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
中
長
期
的
に

は
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
利
上
昇
が

懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
経
済
環
境
が

今
も
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
当
組
合
は
経

済
活
動
正
常
化
の
動
き
か
ら
、
貸
会
場
の

稼
働
率
が
改
善
し
、
前
期
比
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
加
え
て
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

潤
沢
な
不
動
産
を
背
景
に
、
安
定
し
た
不

動
産
収
入
を
昨
年
度
も
確
保
し
て
お
り

ま
す
。
夏
ま
つ
り
な
ど
組
合
行
事
を
再
開

し
経
費
は
前
期
比
増
加
し
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
当
期
純
利
益
七
千
八
百
万
円

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合

の
将
来
を
見
据
え
た
修
繕
積
立
金
な
ど

必
要
な
内
部
留
保
を
行
っ
た
う
え
で
、
例

年
通
り
安
定
し
た
配
当
を
総
会
で
お
諮

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
度
は
、
昨
今
の
急
激
な
物
価

上
昇
を
乗
り
越
え
、
持
続
的
な
構
造
的
賃

上
げ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
組
合
員
が

そ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
取
引
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。 

ま
た
、
組
合
を
持
続
可
能
な
組
織
と
し

て
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
次
世
代

の
理
事
候
補
や
組
合
へ
の
理
解
者
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
当
組
合

は
三
年
後
、
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
、
新
た
な
事
業
の
柱
と

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
を
加
速 

第
57
回
通
常
総
会 

小正理事長の挨拶の様子 下鶴市長の挨拶の様子 

鹿児島県 内村課長の挨拶の様子 
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（左は理事長、右は下堂薗 

副理事長） 

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。 令

和
六
年
度
は
、
従
来
か
ら
の
組
合
方

針
の
柱
で
あ
る
「
財
務
基
盤
の
強
化
」「
次

世
代
の
育
成
」
「
組
合
員
の
成
長
を
促
進

す
る
支
援
」「
地
域
貢
献
」
の
四
つ
の
テ
ー

マ
に
こ
れ
ら
を
織
り
込
み
、
組
合
運
営
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

社
会
・
経
済
環
境
は
こ
れ
か
ら
も
想
像

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
組
合
、
組
合
員
の

事
業
継
続
や
成
長
に
つ
な
が
る
新
た
な

取
り
組
み
・
投
資
に
つ
い
て
は
、
内
容
を

十
分
検
証
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
検
討
を
行
っ
て
参
る
所
存
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
も
積
極
的
な
ご
提

案
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

『
こ
の
地
を
愛
し 

共
に
繁
栄
』
と
い

う
組
合
理
念
の
も
と
、
組
合
と
組
合
員
が

一
層
団
結
し
て
、
組
合
を
活
性
化
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

小
正
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
総
会
に
移

り
本
年
度
は
左
記
4
議
案
が
上
程
さ
れ
、

原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

【
第
57
回
通
常
総
会
議
案
】 

第
1
号
議
案 

令
和
5
年
度 

事
業
報
告
書
、
財
産
目

録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分(

案)

の
承
認
に
つ
い
て 

第
2
号
議
案 

令
和
6
年
度 

事
業
計
画
書
及
び
収

支
予
算(

案)

の
設
定
に
つ
い
て 

第
3
号
議
案 

令
和
6
年
度
に
お
け
る
経
費
の
賦
課

及
び
納
入
の
方
法
決
定
に
つ
い
て 

第
4
号
議
案 

令
和
6
年
度 

借
入
金
残
高
の
最
高

限
度
に
つ
い
て 

ま
た
、
総
会
に
て
左
記
3
名
の
方
の

永
年
勤
続
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

              

  

 

こ
の
度
、
令
和
６
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
当
組
合
の
小
正
理
事
長
が
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
春
の
叙

勲
で
は
、
鹿
児
島
県
関
係
者
９６
人
が
受

章
さ
れ
、
中
で
も
小
正
理
事
長
は
当
組
合

の
理
事
長
と
し
て
、
２
０
１
２
年
か
ら
鹿

児
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

５
月
１４
日
に
は
経
済
産
業
大
臣
か
ら

の
叙
勲
伝
達
式
に
ご
出
席
、
ご
夫
婦
で
天

皇
陛
下
に
も
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合

の
代
表
で
あ
る
小
正
理
事
長
の
叙
勲
は
、

組
合
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
く
大
変

誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
（
写
真
は
後
掲
代
表
者
会
に

て
受
章
の
お
祝
い
の
花
束
を
受
け
取
ら

れ
る
様
子
）。 

  

 

 

5
月
8
日
7
時
52
分
よ
り
鹿
児
島

高
牧
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
18
時
30

分
よ
り
山
形
屋
1
号
館
7
階
桜
島
の
間

に
て
代
表
者
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
金
融

機
関
及
び
保
険
会
社
の
参
加
さ
れ
た
方

よ
り
挨
拶
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
歓
談
の
際
に
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

（
コ
ン
ペ
成
績
よ
り
抜
粋
、
敬
称
略
） 

【
優
勝
】
田
代 

淳 
 

（
南
九
州
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
株
式
会
社
） 

【
準
優
勝
】
岡 

恒
憲 

 

（
株
式
会
社
M

i

s

u

m

i
） 

【
第
3
位
】
伊
東 

靖 

（
株
式
会
社
伊
東
商
会
） 

【
永
年
勤
続
表
彰
受
章
者
】（
敬
称
略
） 

山
本 

善
行 

 

㈱
小
園
硝
子
商
会 

肥
後 

俊
男 

 

小
正
醸
造
㈱ 

池
田 

昭
俊 

 

鹿
児
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱ 

旭
日
小
綬
章 

受
章 

代
表
者
会
及
び
金
融
機
関 

協
力
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ 

代表者会での一本締めの様子 

祝
！
小
正
理
事
長 

 

理事長より肥後様への

表彰状授与の様子 
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服部支店長による講演の様子 

宮原氏によるセミナーの様子 

春田氏によるセミナーの様子 

   

  

4
月
9
日
13
時
20
分
よ
り
2
階
大

会
議
室
に
て
新
入
社
員
合
同
歓
迎
式
を

行
い
、
組
合
企
業
よ
り
7
社
43
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
小

正
理
事
長
よ
り
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
い

た
の
ち
、
日
本
銀
行
鹿
児
島
支
店 

支
店

長 

服
部
良
太
様
よ
り
「
よ
う
こ
そ
！
ズ

キ
ズ
キ 

ワ
ク
ワ
ク
の
世
界
へ
」
と
の
演

題
で
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

服
部
様
の
熱
意
に
満
ち
て
お
話
し
さ
れ

る
様
子
に
、
参
加
者
の
方
は
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
式
典
に
先
立
ち
、
9
時
よ
り
第
３

展
示
場
に
て
新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
株
式
会
社
H

A

L
ビ
ジ
ネ
ス
代
表
取
締
役 

春
田
尚

子
氏
を
お
招
き
し
、
組
合
企
業
の
6
社

41
名
の
新
入
社
員
の
方
へ
向
け
て
ビ
ジ

ネ
ス
人
と
し
て
の
心
構
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
作

法
、
電
話
応
対
の
在
り
方
を
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
今

回
式
典
並
び
に
セ
ミ
ナ
ー
参
加
さ
れ
た

組
合
企
業
の
従
業
員
方
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

    

  

 

 

3
月
12
日
（
火
）
12
時
30
分
よ
り
マ

ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
株
式
会
社
エ
ル
ム
代

表
取
締
役 

宮
原
隆
和
氏
を
お
招
き
し
、

「
鹿
児
島
か
ら
世
界
へ
」
～
無
か
ら
有
を

生
み
出
す
秘
訣
～
と
い
う
演
題
で
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員
よ

り
多
数
の
経
営
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
宮
原
社
長
は
、
創
業
社
長
で
も
あ

り
、
鹿
児
島
を
愛
し
、
地
元
鹿
児
島
か
ら

色
々
な
ア
イ
デ
ア
で
世
界
を
相
手
に
挑

戦
し
続
け
る
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
て
、「
攻
め
の
経
営
」
に
活
か
せ
る

貴
重
な
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

  

 

2
月
8
日(

木)

19
時
よ
り
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
鹿
児
島
宇
宿
店
に

て
、
第
74
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
11
社
16
チ
ー
ム
計

64
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
前
回
開
催
が
4
年
前
で
あ
っ

た
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
活
気
に
包
ま
れ
、
一
球
ご
と

に
一
喜
一
憂
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

【
団
体
】  

（
敬
称
略
） 

優
勝 

タ
ナ
チ
ョ
ー 

 
 

 

準
優
勝 

小
園
硝
子
商
会
A
チ
ー
ム 

第
３
位 

マ
ル
イ
ワ
エ
ー
ス 

 

【
ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞
】  

（
男
性
）
藤
﨑 

新
二
郎
様 

ス
コ
ア
229 

（
小
園
硝
子
商
会
A
チ
ー
ム
） 

（
女
性
）
福
山 

理
佐
様 

ス
コ
ア
142 

（
今
別
府
産
業
B
） 

 

新
入
社
員
合
同
歓
迎
式 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー を

開
催 

第
74
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 
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マ
ル
チ
テ
ラ
ス
活
性
化
事
業 

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル 

高
橋
和
彦
＆
夏
川
由
紀
乃
氏 

写真左は弓場副理事長、 

右は小正理事長 

   

 

2
月
２２
日
（
木
）
高
崎
卸
商
社
街
協

同
組
合
の
杉
浦
理
事
長
様
他
11
名
が
当

組
合
を
来
訪
さ
れ
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

当
組
合
か
ら
は
弓
場
副
理
事
長
、
下
堂

薗
副
理
事
長
、
玉
利
副
理
事
長
ほ
か
事
務

局
職
員
で
対
応
、
組
合
の
現
状
や
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
、
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
他
の
組
合
の
現
状
を
知

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
今
後
の
組

合
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
遠
方
よ
り
ご
来
訪
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
局
の
記
念
と

し
て
大
島
紬
の
名
刺
入
れ
、
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
夢
音
頭
C

D
、
焼
酎
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。 

  

 

   
１
月
２２
日
（
月
）
ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京

に
お
い
て
、
全
国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
卸
団
地
制
度
創
設

６０
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
当
組
合
の
理
事
長
で
商
団

連
副
会
長
で
も
あ
る
小
正
理
事
長
と
玉

利
副
理
事
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
当
組
合

か
ら
は
以
下
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

【
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
】 

弓
場 

秋
信 

 

（
弓
場
貿
易
株
式
会
社
） 

【
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
理
事

長
表
彰
】 

玉
利 

佳
久 

（
株
式
会
社
タ
イ
フ
ク
） 

【
商
団
連
会
長
表
彰
】 

谷
川 

浩
章 

（
川
信
産
業
株
式
会
社
） 

（
写
真
は
理
事
会
で
の
表
彰
の
様
子
。
） 

      

   

 

6
月
15
日
13
時
よ
り
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
、
マ
ン

ド
リ
ン
奏
者
の
高
橋
和
彦
氏
と
ピ
ア
ノ

奏
者
の
夏
川
由
紀
乃
ご
夫
妻
を
お
招
き

し
、
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
リ
サ
イ
タ
ル
は
マ
ル
チ
テ
ラ

ス
活
性
化
事
業
と
し
て
な
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
参
加
者
の
方
よ
り
「
非
常
に

良
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。
演
奏
の
間
は
ご
夫
婦
の
仲
の
良

さ
が
垣
間
見
え
る
ト
ー
ク
で
場
を
和
ま

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
奏
者
の
ご
夫

婦
の
鹿
児
島
と
の
つ
な
が
り
や
故
郷
に

対
す
る
思
い
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

ト
ー
ク
も
あ
り
ま
し
た
。 

意見交換後の記念撮影の様子 

高
崎
卸
商
社
街
御
一
行
様 

創
設
60
周
年
記
念
表
彰 

  

写真左は谷川理事 写真左は玉利副理事長 

商
団
連
卸
団
地
制
度 

  

の
来
訪 
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社
員
交
流
会
を
開
催 

  

 

福
利
厚
生
委
員
会
主
催
で
、
6
月
２８

日
に
奄
美
の
里
に
て
「
社
員
交
流
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
で
10
回
目

の
開
催
と
な
り
、
24
社
227
名
と
多
数
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。
飛
び
入
り
で
急
遽
参

加
さ
れ
た
山
形
屋
商
事
の
上
之
さ
ん
の

カ
ラ
オ
ケ
パ
フ
ォ―

マ
ン
ス
や
、
大
阪
屋

田
中
社
長
の
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
も
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
レ
イ
メ
イ
藤
井
様
、
今
別
府
産
業
様

に
よ
る
企
業
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
抽
選
会
で
は
、
番
号
が
呼
ば
れ
る

た
び
に
参
加
者
の
皆
様
は
一
喜
一
憂
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

   

今
回
、
16
社
・
28
名
・
51
作
品
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
4
月
23
日
（
火
）
に
応
募
作

品
51
点
の
中
か
ら
審
査
を
行
い
、
各
賞

の
受
賞
者
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
応
募
者
の
方

の
コ
メ
ン
ト
も
併
せ
て
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
金
・
銀
賞
に
つ
い
て
は
作
品
を

表
紙
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
銅
賞

以
下
に
つ
い
て
後
頁
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

            

   

                        

            

4
月
1
日
よ
り
組
合
員
の
レ
イ
メ
イ

藤
井
様
が
新
社
屋
で
の
営
業
を
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
G

R

I

P
『
知
的
生
産
の

森
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
健
康
観
や
働
き
や

す
さ
を
追
求
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
オ
フ
ィ

ス
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
コ
ン

セ
プ
ト
を
設
け
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
更
な
る
ご
清
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

      

レ
イ
メ
イ
藤
井
様 

 
 

新
社
屋
オ
ー
プ
ン 

田中バンド演奏の様子 田中バンド演奏の様子 

第
２
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 金賞 直島の夏 西園 尚氏 
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（
5
月
1
日
入
職
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有 あ
り

枝 え
だ 

拓
哉 

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
卸
団
地
組
合
事

務
局
の
有
枝
拓
哉
と
申
し
ま
す
。
中
学
生

の
頃
よ
り
鹿
児
島
市
内
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。 

以
前
は
不
動
産
関
係
や
福
祉
医
療
機

関
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
経
理
や

総
務
全
般
に
つ
い
て
業
務
に
携
わ
る
の

は
初
め
て
で
す
が
、
一
つ
一
つ
学
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

少
し
で
も
早
く
組
合
員
様
の
た
め
に

業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
努
め
、
組
合
員

の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て
成
長
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

 

（
6
月
1
日
入
職
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

益
満 

拓
明 

皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
卸
団
地
組
合

事
務
局
の
益
満
拓
明(

ま
す
み
つ
ひ
ろ
あ

き)

と
申
し
ま
す
。
前
職
は
五
年
ほ
ど
金

属
加
工
を
行
っ
て
い
る
会
社
に
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、

業
界
や
職
種
に
関
す
る
知
識
や
経
験
は

そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
環
境

で
学
び
、
成
長
す
る
こ
と
に
熱
意
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

学
び
の
姿
勢
を
大
切
に
し
、
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と
ご
支

援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
不
慣

れ
な
点
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誠

心
誠
意
努
力
し
、
皆
さ
ま
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

     

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
直
後
、
組

合
の
年
始
会
に
て
義
援
金
箱
を
設
置
し
、

そ
の
後
、
事
務
局
に
て
義
援
金
へ
の
協
力

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
6

年
2
月
15
日
に
は
、
組
合
か
ら
も
義
援

金
を
拠
出
し
、
総
額
２
１
４
，
５
９
４
円

を
南
日
本
新
聞
社
を
通
じ
て
日
本
赤
十

字
社
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。
引
続
き
、

義
援
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

当
組
合
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
を
文
化
的
な

利
用
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
利
用

料
金
よ
り
最
大
30
％
の
割
引
を
い
た
し

ま
す
。
床
面
は
全
面
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
壁

は
防
音
、
ミ
ラ
ー
を
設
置
、
照
明
及
び
音

響
も
完
備
し
、
付
属
設
備
も
備
え
付
け
て

お
り
ま
す
。
二
人
掛
け
机
で
あ
れ
ば
54

名
、
シ
ア
タ
ー
を
設
け
椅
子
の
み
の
設
置

で
あ
れ
ば
90
名
程
度
の
利
用
が
可
能
で

す
。
ま
た
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

で
す
。
金
額
及
び
利
用
可
能
日
に
つ
い
て

は
事
務
局
業
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

       

 

 

 

月
極
駐
車
場
第
8
駐
車
場
（
鹿
児
島

市
南
栄
6
丁
目
）
に
空
き
が
あ
り
、
新
た

な
借
主
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
先
着
順

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ 

新
入
職
員
の
紹
介 

義
援
金
の
拠
出 に

つ
い
て 

文
化
的
活
用
に
つ
い
て 

マ
ル
チ
テ
ラ
ス
の 

 

マルチテラス会

場については、上

記 QR コードをご

参照ください。 

空
き
駐
車
場
に
つ
い
て 
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総
務
委
員
会
よ
り
お
願
い 

予
て
よ
り
団
地
内
美
化
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 当

組
合
で
は
、
団
地
内
美
化
の
た
め
、

毎
週
火
曜
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と
し
、

団
地
内
全
域
で
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
全
員
が
団
地

内
の
清
掃
、
緑
化
な
ど
の
活
動
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
自
社
敷
地
内
だ
け
で
な
く
、
会
社
周

辺
の
道
路
等
も
き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

会
社
の
事
情
に
よ
り
、
火
曜
日
以
外
の

日
に
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

従
来
通
り
お
続
け
く
だ
さ
い
。 

尚
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
事
務
局
で
は
土
日
の

会
場
利
用
が
多
い
た
め
、
月
曜
日
に
朝
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
社
敷
地
周
辺
の
清
掃
を
お
願
い 

し
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
は
環
境

美 美
化
の
日
。 
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菊
池 

ち
は
る
氏
「
威
風
堂
々
」 

理
事
長
賞 

 
 

銅
賞 

 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 

飯
山 

紘
子
氏
「
イ
ル
カ
と
話
す
娘
」 

 

永
田 

え
み
氏
「
海
の
人
形
姫
」 

 

玉
利 

智
佳
子
氏
「
み
な
ぎ
る
大
地
の
力 

燃
島
の
ア
コ
ウ
」 

上村 翼氏「この木なんの木メンテ中」 
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奨
励
賞 

大田 麻也氏「また会おうね」 

 

                           
 

 

 

 

 

 

 

 

中村 勇起甫氏 

「谷山港で桜島を眺めながらの釣り」 

中村 孝弘氏「辰の刻～19の夏」 

弓場 富士子氏 

「2024 年の初日の出」 

中村 康敏氏「燃え上がる」 
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永
田 

真
子
氏 

「
今
年
の
ベ
ス
ト
白
夜
！
？ 

＠
C

a

n

a

d

a
」 

 
  

 

奨
励
賞 

森
岡 

正
広
氏
「
暮
紛
」 

 

 

（プロカメラマンからのコメント） 

前回に引き続き、コンテストの審査をさせていた

だきました。今回は、作品数も増えて、大変見応

えがありました。上位入賞された作品は、瞬間と

場所が相まって、とても素晴らしい写真だと思い

ました。他にもあと少し頑張れば上位に入った作

品等もあったと思われ、次回も機会があれば拝見

出来たらと思います。 

有限会社さめしま写真館 専務 鮫島賢吉 

弓
場 

富
士
子
氏
「
水
の
癒
し
」 

木
村 

裕
己
氏
「
仲
間
と
の
思
い
出
」 

永
田 

え
み
氏
「
楽
園
散
髪
」 
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委員長 玉利 佳久 

 

 

 

 

組合の行事予定 

編集後記 

組合員の動き 

 コロナの規制が緩和となり 1 年が過ぎ、世の

中も少しずつ景気回復の傾向にあり、鹿児島の

経済界も 4 年にわたる停滞の時期を経て活気を

取り戻しつつあることを嬉しく思っておりま

す。 

 8 月 3 日にはオロシティー夏まつり、9 月 14

日には『映画「007は二度死ぬ」鹿児島ロケ地を

世界に発信』の開催も予定しております。今後も

皆様に楽しんでいただけるようなイベントを開

催してまいります。 

広報研修委員会 

イベント実行委員会  

組合員の動きについては令和 6年 2月より 7月までの間に事

務局へ届け出のあったものを記載しております（変更後を 2

段目に記載、敬称略）。 

【社名・代表者変更】 

・UCC Capital株式会社 

代表者 上島 豪太 

→UCCジャパン株式会社 

  代表取締役 上島 昌佐郎へ変更 

【代表者変更】 

・丸岩電機株式会社 

 代表取締役 藤井 志郎 

 →取締役社長 上薗 一登  

・株式会社川原自動車部品商会 

 代表取締役 川原 裕次郎 

→代表取締役社長 川原 秀和 

第 38 回オロシティー夏まつり大会 

日時 ：8月 3日(土)16時（20時 45分まで） 

会場 ：オロシティーホールおよび周辺路上 

出店者：14社 32テント 

15 時より出店者様の準備を行い、準備が出来次

第、販売開始となっております。 

 当日は 15時より 21時 30分までオロシティー

ホール周辺の道路に歩行者天国を設けます。 

【当日の出演者予定】 

（屋外） 

・鹿児島実業高等学校書道部 

・鹿児島情報高等学校バンド(キキュウソンボ

ウ) 

・小園硝子社員バンド(KOZONO’S) 

・ガールズバンド（すもも） 

・サンタフラスタジオ 

・喜界島メーラビ 

・Mr･T 

・Jackドラムスクール 

・鹿児島信用金庫吹奏楽部 

（屋内） 

・県内のダンススクール及びサウスこまどり保

育園よるパフォーマンス 

ほかステージで歌唱と合わせて、オロシティー

夢音頭のステージ及びステージ前観客席での踊

り連による演舞も予定しております。 

オロシティーより愛をこめて 

日時：9月 14日（土）12時 

会場：第一展示場、中庭、マルチテラス 

007 シリーズの研究家でありコレクター、ブロガ

ーでもある村井慎一氏をお招きし、映画「007は

二度死ぬ」のロケ地である鹿児島を題材にした

トークショーを行っていただく予定です。マル

チテラスに資料の展示を行うほか、中庭にて映

画に登場した車両と同型車の展示も行う予定で

す。 
 


